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この取扱説明書をよくお読みのうえ、シートシャッター「ＪＥＴＴＥＲ」を正しくお使いください。   

この取扱説明書はいつでも使用できるよう大切に保管し、わからないときは再度お読みください。   

この取扱説明書にはお客様が動作に疑問を感じた時にご確認いただくための項目として、   

“3.異常時の処置”を掲載しております。   

※施工された方へ…  
　この「取扱説明書」及び「付属品取扱説明書」を実際に使用される方へ必ずお渡しください。  

JT-1 
202312～ Vol.6: メイン基板のマイナーチェンジ、

　　　　　その他記載内容の修正
201608～ Vol.3: インナーレール形状変更

201809～ Vol.4: 耐風圧性能訂正(P5)

201906～ Vol.5: 保護内容の修正



○ ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくご使用ください。

　 その後、大切に保管し、必要なときに再度お読みください。

○ 取扱説明書の表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、ご使用いただく方々への危害や財産への損

　 害を未然に防止する為に表示しています。表示と意味は次のようになっております。これらの表示のある

　 部分は記載内容をお読みの上、十分に注意してください。

● 警告及び注意ラベルについて

　 本製品には危険と安全に関する警告情報を記載した警告ラベルを貼り付けています。これらのラベルには

　 必ず従ってください。

レール左右

　このたび、当社のシートシャッター『ＪＥＴＴＥＲ』をお買い上げいただきまして、誠に有り難うございま

す。この取扱説明書は、シートシャッター『ＪＥＴＴＥＲ』をいつも最良の状態に保ちお客様の合理化、効率

化により一層お役立て出来ますよう正しい使い方や簡単な保守の仕方を記載してあります。記載事項を守ら

ないと重大な人身事故につながる恐れがあります。

　ご使用の前に本書をよくお読みいただき、安全に注意し、永くご使用いただきますようお願い致します。
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３

外れたままだとシートがばたつき、ケガの原因となります。

※復帰方法はＰ18をご覧ください。

今までと異なった動きや音に気づいた場合は、ただちに
電源を切り巻末の修理連絡先にご連絡願います。

シート動作中の出入りはしないでください。
必ず全開してから通過してください。

シートシャッターの手前では必ず一旦停止して
ください。

シートシャッターの真下に立ち止まったり、物を置かな
いでください。

シートシャッターに物をぶつけたり、立てかけたりしない
でください。

製品の一部に足をかけたり、上がったりしないで
ください。

シートに手をかけたりぶらさがらないでください。 強風やシートへの衝突でレールからシートが外れた場
合は、ただちにシートを復帰させてください。

強風時は、併設のスチールシャッター等を降ろし、
シートは全開にしてください。

全閉時には、シートに近づきすぎないようにしてください。 何らかの異常が生じた場合は、操作パネルの停止ボタン
を押してください。

制御盤内部は高電圧部分がありますので基板等触ら�
ないでください。

制御盤や開閉器各センサ等電子部品に水をかけないで
ください。

シートシャッターを跨いで車を停止させないでください。

濡れた手で操作パネル及び押しボタンスイッチを操作
しないでください。

安全にご使用し続けていただくために、１ヶ月に１回
は開閉動作をさせてください。

本製品は屋内専用機です。�
屋外でのご使用や設置はお止めください。

生命に関わる事故

の原因となります。

シートに挟まれたり、

頭等をぶつけケガを

する原因となります。

シートに衝突しレール�

よりシートが外れたり、�

レールやシートの破損

の原因となります。

下降してきたシートに頭などをぶつけたり、�

レールよりシートが外れる原因となります。

思わぬ事故や故障の

原因となります。

落下等生命に関わる事故の原因となります。

ローターパイプ落下等、

生命に関わる事故に

つながる原因となります。

強風によりシートがレールから外れる可能性があります。

台車やフォークリフトがシートに触れたまま動作すると、

思わぬ事故の可能性があります。 不具合が生じたまま使用すると、発煙・発火の恐れがあります。

感電の原因となります。

感電の原因となります。

感電したり、誤動作の原因となります。 シートへの接触によりシート巻き込み等の原因となります。

長期間使用しないと開閉動作に

支障をきたす場合があります。
×

シートが濡れた状態で使用保管されますと、シートが白濁して見えることがありますが、品質上の問題はありません。

ほとんどの白濁は水分が飛べば消えます。残った白濁は拭くことにより除去できます。

次のような注意を守らないと、人身事故または重大事故の可能性がありますので絶対にお止めください。

感電及び生命に関わる事故の原因となります。

シートシャッターの分解・改造・修理等は絶対にしない
でください。



1－1  外観と各部の名称

1  製品の仕様・性能

４

モータ※
Ｍホイール※

操作パネル

制御盤

レール(右)
インナーレール

光電管センサ
(受光側)※

光電管センサ
(投光側)※

ウエイト

　　　 レール(左)
インナーレール

シート

Ｌホイール※

本体ボックス

有効開口幅Ｗ

有
効

開
口

高
Ｈ

ウエイト

シート巻太り
検知センサ※

反射板※

シート復帰口 シート復帰口
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BZ1

LED51、52
正常時点灯

1－3  制御部の説明 

６� 

＊正常状態のLED表示
　LED201(緑),LED51(緑),LED52(緑)は常時点灯。
　CN6保護(LED40(赤))は常時点灯(入力時消灯。入力時にはアラーム発生)。
　CN16安全センサ1(LED45(赤))・CN17安全センサ2(LED46(赤))・CN11上限センサ(LED41(緑))は常時点灯(遮光時消灯)。
　CN14押しボタン(LED43(赤))・CN12起動センサ(LED47(赤))は入力がある間点灯。
　LED49(赤)INT入力はインターロック信号入力中点灯。
＊JT-1とJT-1、JT-1とRB-1など弊社同士の1：1インターロックの場合CN10⇔CN10の専用コネクタケーブル(UCN10-10m 別途)
　にて結線可能です。
　1：1以外もしくは他機器とインターロック回路を組む場合には別途オプション基板2が必要となります。

スイッチ・ボリューム等は機種に合わせた 
設定となっておりますので、むやみに設定 
を変更しないでください。 

スイッチング電源
（DC24V）

ブレーカ 

アース端子 

メイン基板 

�高電圧部 

ブレーキ用リレー 

動作カウンタ LED10～LED14 

制御盤内部の高電圧部には絶対に触らない 
でください。 
○感電、故障の原因となります。 

 

DSW1 

1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

1-5 

1-6 

1-7 

1-8 

　　　　　　　　　　OFF 

電源投入時、常に設定モードとなります 

電源投入時､手動モードで立上げ 

標準速度設定 

標準速度設定 ☆ 

　　　　　　　　　　　　　　ON設定（操作しないで下さい） ☆ 

　　　　　　　　　　　　　　ON設定（操作しないで下さい） 

特殊設定（通常使用しません） 

右モータ仕様（標準仕様） ☆ 

　　　　　　　　　　　ON 

電源投入時、通常モードとなります ☆ 

電源を落とす前のモード(自動/手動モード)で立上げ 

高速設定 

高速設定 

外部信号により上昇入力・停止入力・下降入力を 
使用する時 ☆ 

使用しません 

DSW2�� 

2-1 

2-2 

2-3 

機　能 

非常停止機能切替 

３点押しボタン使用時停止ボタン論理切替 
　※2、※ 3 

　　　　　　　　　　　 ON 

自動/手動モード共に受付  

非常停止信号入力後、上限位置まで移行後停止し、 
アラーム出力 

３点押しボタンの停止ボタンがN.C（b接点）の時 

　　　　　　　　　　OFF 

自動モードの時のみ受付 ☆ 

非常停止信号入力後、即停止し、アラーム出力 ☆ 

通常設定（オプション３点押しボタン未使用時） 
または３点押しボタンの停止ボタンがN.O 
（a接点）の時 

※1　初期設定（施工後最初の設定）完了後、DSW1-1はONにします。（詳しくは『施工説明書』をご覧ください。） 
※2　３点押しボタン、外部信号を使用する場合、オプション基板2が必要となります。 
※3　３点押しボタンを使用しない場合は必ずOFFに設定してください。 
※4　ディップスイッチは電源を落としてから操作してください。 ☆印は出荷時設定。 

☆ 

スライド 
する 

ON 

OFF 

�� �� 

DSW1 DSW2 

※4 

機　能 

電源投入時の設定モード　※1 

電源投入時の立上げ切替 

機種設定（JT-1，JT-1T設定） 

外部信号a接点（N.Oタイプ）等の入力信号 
使用時　※2 

モータ回転方向切替 

☆ 

☆ 

☆ 

エンコーダ 

LED201 正常時点灯（緑) 

光電管センサ 
(投光側)へ スイッチング電源ＣＮ２ 

シート巻太り 
検知センサ 

光電管センサ(受光側)
（キャンセル機能有）

増設用光電管センサ
（キャンセル機能無）

精密ドライバにて可変可能（調整時ブレーカーOFF）

上限停止時間設定ボリューム（1秒～30秒可変）
　※自動モード時有効

1秒

30秒

ディップスイッチ2(DSW2) 

ディップスイッチ1(DSW1) 

上昇速度切替

下降速度切替

LED45、46
正常時点灯(赤)

LED40、41
正常時点灯
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2　取扱について 

2-1　ご使用方法 

・ご使用前の確認 

・操作パネル 

①電源の確認 
　ブレーカがＯＮになっていることを確認してください。 

②動作モードの確認 
　設定モニタランプが消灯していることを確認してください。 
　自動モニタランプまたは手動モニタランプが点灯していることを確認してください。 

７ 

●上昇ボタン：シートが上昇します。 
●停止ボタン：動作中のシートが停止します。(自動モード運転中に押すと手動モードに強制的に切換わります。) 
●下降ボタン：シートが下降します。 

●自動/手動 切換ボタン：自動モードと手動モードが切換わります。 
●自動/手動モニタランプ：モード状況を表示します。自動モードの時には『自動』、手動モードの時には 
　　　　　　　　　　　　『手動』ランプが点灯します。 
　　自動モード：シートが上昇し、上限到達後、一定時間(任意設定)後に下降します。 
　　　　　　　　自動モードでは下降ボタンは無効です。 
　　手動モード：上昇、停止、下降を任意に行います。 

●表示パネル：動作状態、保護コード等を表示します。 

　　状態表示： 

　　エラー表示：保護コードはP16をご覧ください。

※状態表示「6666」は、2016年7月からの上限ストッパー廃止により、
　表示されなくなりました。

情報ボタン 

  

情報モニタランプ 

●設定ボタン：設定モードになります。詳細はP9～11をご覧ください。 
●情報ボタン：サービスモードになります。(各種情報読み取りモード) 

シート上限停止時 

起動センサ検知  
（押し釦、CN21上昇入力等も含む）
※起動センサ、押し釦等はオプションです

シート下限停止時

安全センサ検知
（遮光した時）

停止信号入力
※オプション基板使用時、外部入力（停止信号）
　があった場合（３点押しボタンの停止入力等）

※インターロックはオプションです

上限ストッパー検出時 
※インナーレール上限ストッパーにシート下端の巻込み防止ストッパーが当ってる時に表示します 
　⇒連続３回でエラー表示『Ｅ－２３』になります 

自動/手動 切換ボタン 

手動モニタランプ 自動モニタランプ 

上昇ボタン 

停止ボタン 

下降ボタン 

表示パネル 

設定ボタン 
(※通常使用しません) 

設定モニタランプ 

インターロック信号入力



・オプションの１点押しボタン/ヒモスイッチ/起動センサを使用した場合の�
　動作について

・インターロック（オプション）について

２台のシートシャッターでインターロック制御
２台のシートシャッターを設置して前室をつくり、片方が開いているときはもう一方が開かないインター

ロック運転が可能です。

インターロック機能を使うことで気密性が高まるため、空調効率のよいクリーンな環境をつくります。

手動モードでシートを全開させてください。

　　①操作パネルの自動/手動 切替ボタンを押し、手動に切り替えます。

　　②次に上昇ボタンを押し、シートを全開させてください。

制御盤内のブレーカーをＯＦＦにしてください。

電源をＯＦＦ。

１.Ａ機が開き､Ｂ機は開かない

動作一覧表

モード

手動

自動

手動

自動

下限停止中

上昇

上昇

ー

上昇

下降中

停止

停止後上昇

ー

停止後上昇

停止中

上昇

上昇

ー

上昇

上昇中

停止

ー

ー

ー

上限停止中

下降

時間延長

ー

時間延長

１点押しボタン／
ヒモスイッチ

起動センサ

オプション品

手
動
式

自
動
式

半
自
動
式

制御盤の自動/手動 切換ボタンを手動にし、制御盤
操作パネルならびに１点押しボタンを使用します。�
①１点押しボタンを押し、開口指示を出します。�
②シートが全開になります。
③通過後、制御盤操作パネルの下降ボタンを
　押し、閉鎖指示を出します。
④シートが全閉になります。�
※１点押しボタンの替わりに、ヒモスイッチ�
　でも同じ動きになります。

制御盤の自動/手動 切換ボタンを自動にし、
起動センサを使用します。�
①起動センサが反応し、開口指示が出ます。
②シートが全開になります。�
③設定時間後、シートが自動で下降します。
④全閉になります。

制御盤の自動/手動 切換ボタンを自動にし、
ヒモスイッチを使用します。�
①ヒモスイッチを引き、開口指示を出します。
②シートが全開になります。
③設定時間後、シートが自動で下降します。
④全閉になります。
※ヒモスイッチの替わりに、１点押しボタン
　でも同じ動きになります。

2－2  長期休暇等で電源を切る場合

注意

主電源を切る時には、シートシャッター制御盤内ブレーカOFF→主電源OFF

の順を守ってください。

（ロック中) （ロック中)

８

２.Ａ機が閉じ､Ｂ機が開く ３.Ａ機､Ｂ機共に閉じる

※表の見方：例えば、｢手動モード｣で｢下限停止中｣に１点押しボタンを押す(ヒモスイッチを引く)と、｢上昇｣します。



・シート下端を本体ボックス下端より２００ｍｍ程下げた位置にして下さい。

２００ｍｍ程下げてから

本体ボックス

←設定時上限最適位置
設定終了後シートは５～１０ｍｍ程
上昇して停止します。
(異常ではありません）

【注意】
上限位置を本体ボックス下端より１００ｍｍ以上下の位置に(インナーレールのシート復帰口より下）に
シート下端位置を合わせた場合、シート外れの時にシート自動復帰機能は働きません。
シート復帰は設定モードで行うようになります。

シート復帰口

上限位置がこの位置だと
シート自動復帰機能は
働きません。

シート下端

シート下端

シート復帰口

シート下端

○



※状態表示「6666」「E-23」は、2016年7月からの上限ストッパー廃止により、
　表示されなくなりました。
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【ＬＥＤ１３点滅領域：ヒモスイッチ、押しボタン入力の中間高さ設定】

2－4  中間高さ設定方法
・中間高さ設定は、自動モード時のみ有効となります。
　手動モード時では使用できません。

【ＬＥＤ１４点滅領域：起動用赤外線センサ入力の中間高さ設定】

【ＬＥＤ１０、１１同時点滅領域：操作パネルの上昇ボタン、外部上昇（オプション基板使用）
　入力の中間高さ設定】



100



シートが開いたまま
下降動作しない

(P17参照)

(P17参照)起動センサ

起動センサ

LED52

操作基板ＣＮ１またはメイン
基板ＣＮ６０コネクタ抜け
(P4,6参照)

操作基板ＣＮ１またはメイン基板
ＣＮ６０の抜け・ゆるみを確認し、
コネクタを差し直してください。

LED52

メイン基板ＣＮ７コネクタの
抜け・ゆるみを確認し、コネクタ
を差し直してください。

メイン基板のＣＮ７コネクタ抜け
(P6参照)
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シートが動作しない 

過電流検出保護 
※過負荷運転や 
　ＤＳＷ(機種設定)のミスマッチ、 
　許容動作頻度以上の連続運転 
　を行った場合 

過負荷運転 
※突風や強風時による一時的な 
　負荷増加、 
　シート･パイプ等の引っ掛かり 
　による過負荷 

①保護要因を取り除く または、 
　メイン基板のＣＮ１コネクタ 
　(モータ線)とＣＮ４０１コネクタ 
　(エンコーダ線)の抜け･ゆるみを 
　確認し、コネクタを差し直して 
　ください。 

モータ線またはエンコーダ線の 
異常 
※モータ線またはエンコーダ線に 
　断線･コネクタ抜け･ゆるみが 
　発生している 

LED12が点滅している 

LED14が点滅している 

異常の症状 制御盤の表示 

表示 

制御盤内メイン基板表示灯 原因 対応方法 

インターロック（ロックIN）
信号入力中

インターロック対応機器の動作を
確認ください。
(P8参照)

メイン基板上の
LED49が点灯

シートの動作が
通常よりもかなり
遅い

設定モードになっている　 自動または手動モードに
切り替えてください。(P7参照)

設定モニタ
ランプ
が点灯

LED41が消灯している

シートの巻き異常　 自動または手動モードで、
数回シートを上昇・下降させて
ください。
巻きが正常になれば『Ｅ－２２』
が消灯します。

シート巻太り検知センサ取付
のゆるみ、ガタツキ

取付をしっかり固定して
ください。（P18参照）
シート巻太りセンサを正常状態
（LED41を点灯状態）にして
ください。

メイン基板のＣＮ１１の
コネクタ抜け

コネクタの抜け・ゆるみを確認。
コネクタを差し直してください。

断線が無いか確認してください。
断線の場合は、修理連絡先へ
ご連絡願います。

シート巻太り検知センサの
配線異常

シート巻太り検知センサ本体
のレンズ面または反射板の汚れ

シート巻太り検知センサが
障害物を検知

障害物を取り除いてください。

部品の汚れを布等で取り除いて
ください。（P18参照）

光軸を調整ください。(P18参照)シート巻太り検知センサの
光軸ズレ

※P16の保護表示一覧も併せてご覧ください。

②制御盤操作パネルの停止ボタン 
　(P7参照)を押すと、保護表示は 
　解除されます。 

解除不能または再発する場合は、 
使用を中止し、修理連絡先へ 
ご連絡願います。 

※『Ｅ－０５』が頻発する場合は、 
　盤内ブレーカをＯＦＦし、 
　基板中央の緑色ＬＥＤの消灯後、 
　再度ブレーカをＯＮしてください。 

L
E
D
4
1
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※次ページの保護表示一覧もあわせてご覧ください。

自動モードにて
途中停止する

自動モードまたは
手動モードにて、
途中停止する
(電気系統)

配線や基板不良等の可能性
があります

消耗品の劣化・破損 定期部品交換が必要です。
P19をご覧ください。　

修理または部品交換が必要です。�
修理連絡先へご連絡願います。　

自動モードまたは
手動モードにて、
途中停止する
(シートが下降しない
 等の機構系)

フォークリフトの追突等により、
レールやシート等の変形・破損

修理または部品交換が必要です。�
修理連絡先へご連絡願います。　

消耗品の劣化・破損 定期部品交換が必要です。
P19をご覧ください。　

この症状が出ましたら、�
修理連絡先へご連絡願います。�
�
※点検お知らせのため、通常操作
　では表示は解除できません。
※点検お知らせ表示中でも、
　通常通り使用可能です。

中間高さ設定により途中停止、�
または上下限位置の設定が
未完了　

点検回数に到達�
（運転状況お知らせ）

設定モニタランプが
点滅する

設定方法をご確認の上、再設定�
をお願いします。�
(P9～11参照)

①１点滅パターン
　過頻度運転かつ１０万回動作
　経過時

②２点滅パターン
　５０万回動作経過時

③３点滅パターン
　１００万回動作経過時

点滅

異常の症状 制御盤の表示

表示

制御盤内メイン基板表示灯 原因 対応方法

表示パネル

表示パネル

シートファスナー部の潤滑剤ギレ 付属品を注油してください。
P18をご覧ください。　

シートの全部が
本体ボックス内に
巻込まれた

インナーレールまたはシート
の破損

シート下端の巻込み防止ストッ
パーの脱落

修理または部品交換が必要です。�
修理連絡先へご連絡願います。
エラー表示がある場合は、エラー
コードもお知らせください。　
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3－2  保護表示一覧(エラーコード)  

未設定（表示されることはありません。）  

未設定（表示されることはありません。） 

未設定（表示されることはありません。）  

※ 停止ボタンを押して解除できない場合、もしくは頻発する場合は、巻末の修理連絡先へご連絡願いします。  

保護停止：非常停止ボタン等の外部信号入力があった場合に表示します。 
　　　　　外部信号リセットし、制御盤操作パネルの停止ボタンを押すと表示が解除となります。 
　非常停止ボタンを使用していない場合は、メイン基板 CN6のジャンパーコネクタ(P6参照)の抜け･ゆるみが無いか 
　確認ください。 

光電管センサ２分間遮光：光電管センサ光軸上の障害物を取り除く等を行ってください。自動復帰します。  
　　　　　　　　　　　 光軸ズレの場合は、光電管センサ光軸調整完了後、自動復帰します。  
過電流検出保護：インバータ素子が過電流を検出した時に表示します。
　①シートに引っかかっている物がないか確認ください。 
　②基板DSWの機種設定が正しく設定されているか確認ください。(P6参照) 
　③配線、モータ、基板等に損傷・劣化が無いか確認ください。 
　①②③にて対応できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。 

過頻度による保護停止：240回/時以上（アラーム中、上限で待機）  
　設置場所に応じたセンサの設定や上限停止時間の変更が必要です。制御盤の停止ボタンを押すと、表示が解除となります。  

ブレーキ回路異常検出：シート停止時(上限,下限,中間停止)に、ブレーキ開放が継続された場合に表示します。
　ブレーキリレーの消耗が考えられます。保護時にはシート落下防止のためシートは最低速にて下限位置まで下降します。
　制御盤の停止ボタンを押すと、表示が解除となります。ブレーキリレーの交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。
※基板上へ保護素子を内蔵しているため極性なしのリレーを使用しています。型式違いのリレーは使用しないでください。

停止時のパルス検出保護：ブレーキパッドの劣化が考えられます。  
　修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。  

ＣＰＵ異常検出保護：基板故障により動作しません。 
　修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。

エンコーダパルス保護：所定時間にエンコーダのパルス信号を検出できなかった場合に表示します。 
　①モータ線･エンコーダ線の断線、メイン基板コネクタ(CN1,CN401)の抜け･ゆるみ等がないか確認ください。 
　②強風時にも発生する場合があります。（下降時にシートが風圧等により等速下降ができない場合） 
　③シート、パイプ等が引っ掛かった時にも発生する場合があります。 
　①②③にて対応できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。 

エンコーダ逆相検出保護：  
　①モータ線･エンコーダ線の断線、メイン基板コネクタ(CN1,CN401)の抜け･ゆるみ等がないか確認ください。   
　②シート動作中に外的要因(リフト等の衝突)によっても発生します。  
　①②にて対応できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。  

表示パネ表示パネル通信エラー：  
　メイン基板CN20コネクタに抜けがないか確認してください。(P6参照)  

運転状況お知らせ表示①：過頻度動作100回カウント、かつ10万回動作到達時。 
　点検が必要です。修理連絡先へご連絡願います。（使用頻度が高い可能性有） 

オプションのバックアップ電源システムをお使いでない場合は、表示されることはありません。  
バックアップモードに入った履歴があると、サービスモード (P12参照)でのみ表示されます。  

シート巻太り検知センサの検出：シートの巻きの修正や本体ボックス内部の光電管センサ光軸上の障害物を取り除く等  
　　　　　　　　　　　　　　　(P14参照)してください。自動復帰します。  
　　　　　　　　　　　　　　　光軸ズレの場合は、光電管センサ光軸調整完了後、自動復帰します。  

上限オーバー：シート上昇時に、インナーレール上限ストッパーにシート下端の巻込み防止ストッパーが３回当った場合  
　　　　　　　に表示します。上限位置の設定がインナーレール上限ストッパーに近すぎると発生します。  
　　　　　　　停止ボタンを押すと表示は消灯するので、その後、上下限位置を再設定してください。  

3－3  お知らせ表示一覧 

未設定（表示されることはありません。）  

表　示  保 護 内 容 及 び 対 応 方 法  

表　示 保 護 内 容 及 び 対 応 方 法 

※「E-23」は、2016年7月からの上限ストッパー廃止により、表示されなくなりました。 

運転状況お知らせ表示②：50万回動作到達時。 
　点検が必要です。修理連絡先へご連絡願います。 

運転状況お知らせ表示③：100万回動作到達時。 
　点検が必要です。修理連絡先へご連絡願います。 

バックアップモード表示：オプションのバックアップ電源システムがつながってる時に表示されます。  
　　Ｅ－ｂ２：バックアップモード初期表示。その後、２回上限停止(シート開)で保護停止になります。  
　　　　↓ 
　　Ｅ－ｂ１：１回上限停止(シート開)で保護停止になります。  
　　　　↓ 
　　Ｅ－ｂ０：バックアップモード保護停止。シート開閉できません。  
バックアップモードに入ると、保護履歴(サービスモード)に『Ｅ－０３』と記録・表示されます。  

※バックアップ電源システムをお使いでないのに表示される場合は、メイン基板 CN206のジャンパーコネクタ(P6参照)の  
　抜け･ゆるみが無いか確認ください。  

未設定（表示されることはありません。） 
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（キャンセル機能有）

光電管センサキャンセル位置

床から５００ｍｍ

光電管センサ（レール内蔵）

床から３００ｍｍ

シート作動中の出入りはしないでください。

○シートに挟まれたり、頭などにぶつかり怪我の原因になる場合があります。

①検知エリアが重なる場合、相互干渉により誤動作する場合があります。エリアが重ならないよう調整してください。
②風で揺れ動く物(植木や紙・ダンボール等)を検知し誤動作する場合があります。検知エリア及びその付近に物を�
　置かないでください。
③蒸気・油煙等により床面が急激に変化した場合、誤動作する場合があります。
④急激な降雨・降雪等により床面が急激に変化した場合、誤動作する場合があります。
⑤床面の反射率が高い場合、太陽光等の影響により誤動作する場合があります。

●誤動作の原因となるため、強い電波やノイズを発生する機器(蛍光灯・ネオン管や殺虫灯等を含む)を近くに�
　置かないでください。
●センサの特性上、進入する物体のスピードや服の色、材質、及び床の色や材質により、人や物を検出する位置が�
　異なる場合があります。
●起動用センサの静止物体検知機能は、大型物体に比べて人体や小型の物体の場合は検知し続けることができない�
　場合があります。

3－5  光電管センサ（安全センサ）キャンセルについて
風の影響等でシート下降中に下端シート部がレール内蔵の光電管センサの光軸を遮り反転上昇を繰り返すことを�

防止するため、おおよそ床から５００ｍｍ以下の位置では光電管センサがキャンセルされます。

（メイン基板CN16とCN17を入れ替えるとキャンセル機能を切換えられます。

 CN16：キャンセル機能無、CN17：キャンセル機能有。Ｐ６参照。）

3－6  シート巻太り検知センサについて
シート下降中に光電管センサ（安全センサ）に�

かからない位置でシートに接触する等により、

シートの巻きに異常があった場合には、

巻太り検知センサによりシートはすぐに停止

して反転上昇します。

3－4  起動センサについて





インナーレール

左レール上側

シート復帰口
※右レール側にも
あります。
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4  メンテナンス

4－1  お手入れ(掃除)方法

4－2  日常の点検

○動作に異常がある場合は速やかに電源を切り、巻末の故障時の修理連絡先にご連絡
　願います。

4－3  定期点検

シート

インナーレール

モータ

Ｍ・Ｌホイール

制御盤

各センサ・スイッチ�

ブレーキ用リレー

※各部品の位置は、Ｐ４をご覧ください。

＜本体、シート、インナーレール、その他＞

ＪＥＴＴＥＲ

目安２～３年
※使用頻度・環境により異なります。

目安２～３年
※使用頻度・環境により異なります。

５０万回の開閉動作or５年間の動作使用
※使用頻度・環境により異なります。

５０万回の開閉動作or５年間の動作使用
※使用頻度・環境により異なります。

５０万回の開閉動作or５年間の動作使用
※使用頻度・環境により異なります。

５０万回の開閉動作or５年間の動作使用
※使用頻度・環境により異なります。

５０万回の開閉動作or５年間の動作使用
※使用頻度・環境により異なります。

補修不能な破損
極端な汚れや透明度の低下

補修不能な破損
部分接触の極端な磨耗や亀裂、破損

停止位置のずれ
停止時の異音

停止位置のずれ
動作時の異音

左記同様

検知不良

接点板やケース内部の異常変色

評価基準交換時期部品名



5  製品保証について  

6  故障時の修理連絡先  

SMJT_1取6版2312

［無償保証期間］  

　１．製品引渡し後１年間又は１０万回とし、先に到達した方とします。  

　２．無償保証期間中又は後で点検・修理した場合でも、保証期間は延長されません。  

　　　修理交換した部品についても同様です。  

［無償保証範囲］  

　１．標準仕様書、施工説明書及び取扱説明書に基づく正常な使用状態で、無償保証期間中に生じた故障、不具合は無償保証  

　　　とします。  

　　　但し、遠隔地や離島への出張修理の場合は、交通に要する実費を頂く場合もあります。  

　２．無償保証の範囲外であっても、設計上や製造上、施工上、その他明らかに当社の責任により生じた不具合及び重大事例  

　　　については無償保証扱いとします。  

　３．無償保証期間中に発生した不具合については、不具合箇所の交換の範囲で無償とします。  

　４．無償保証期間は、当社が製品を出荷し、製品引渡し（納入）した時点から起算されます。  

　　　但し、当社が施工を請負った物件については、施工完了日を起点とします。  

［無償保証除外項目］  

　１．お客様の使用上の操作誤りによる故障、製品への損傷。  

　２．お客様の不適当な修理や改造による故障、製品への損傷。  

　３．製品仕様を外れた特殊な環境下（塩害、亜硫酸ガス、酸、アルカリ、オゾン、有害な粉塵　等）での使用による故障、  

　　　製品への損傷。  

　４．製品の許容仕様範囲を超える状況下（異常な電圧、温度・湿度、風圧、過大ノイズ　等）、(過度の開閉頻度)での使用  

　　　による故障、製品への損傷。  

　５．天災地変（火災、地震、風水害、落雷、凍結等）による故障、製品への損傷。  

　６．消耗部品の損傷  

　７．製品の納入（販売）のみで、当社が施工を請負っていない場合で、施工上の問題と思われるもの。  

　８．特注仕様製品で当社品質部門が品質保証しない製品の故障、製品への損傷。  

　９．予め使用環境及び使用方法に問題があると、当社より申し入れしたのにも拘らず、お客様の要請で出荷した製品及び  

　　　施工をした製品の故障、製品への損傷。  

１０．製品引渡し後の、輸送・移動・落下・移設等による故障、製品への損傷。  

［生産中止後の有償修理期間］  

　１．製品の生産中止後１０年間は、有償修理工事及び修理用部品の受注受付けは可能です。  

　　　１０年間を超えますと受注受付けできない場合もあります。  

　　　生産中止の情報は、当社セールスとサービス等から報じさせて頂きます。  

［輸出製品に関する特例事項］  

　１．海外輸出品については、当社と輸出販売店間で「取引基本契約書」を取交し、製品保証範囲を規定します。  

　　　「取引基本契約書」を取交していない製品については、製品保証は対象外とします。  
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